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出席者は記録者が印を付ける。
出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）
＜患者様連絡事項＞
・武部　敏男様～本日主治医面談実施しています。介護保険の調査は済んでいますが結果待ちの状態です。ケアマネはわえみスタッフが付きます。退院先については御家族様も迷っている状況であり、医師より自宅退院であれば、訪問看護や小規模多機能施設の利用、施設であれば、鍵のついている有料老人ホームを勧められています。
・福島　昭彦様～10/11(土)10：00～10/13(月)15：00まで外泊希望あり、主治医許可となっています。叔父様宅への外泊予定です。
・高谷　佳典様～本日12：30～13：30まで単独外出希望あり、主治医許可となっています。問題なく帰院されています。
・木村　正子様～本日10：30～15：00まで息子様付き添いにて外出を行っています。ふりかけ購入し帰院されています。
・山下　拓也様～10/22(水)八戸赤十字病院整形外科定期受診の為、外出予定となっています。本日、金田PSW不在の為、メールにて情報提供しています。日時が決定したら、外出届けの提出と入院証明書の依頼をお願いします。

・蝦夷森　重男様～介護保険の申請を御家族様へ依頼しています。11月中旬までに行って頂く予定です。
＜要注目患者様ケース検討＞

・山内　公博様～バイタルサインの異常はありませんが、悪寒・右口角の下垂持続しています。昨日妹様の面会があり、専門病院受診希望あり主治医へ情報提供行なっています。10/15(水)佐々木泌尿器科受診の際に、一緒に受診したいとのことですが、受診先等は検討中とのことです。日時が決定したら、外出届けの提出、情報提供書・入院証明書の依頼をお願いします。

・畑中　成夫様～神に関する発言や、奇異な言動・執拗な挨拶見られ、介入したスタッフにも「うるせえ」と了解の悪さ見られています。夜間の入眠の遅さ、早朝覚醒見られ睡眠不安定さ見られています。主治医診察にて本日より臨時薬が追加処方となっています。
＜川端Ｄｒ診察＞

・清川　厚子様～10/15 10：00採血と日内変動の指示あります。糖尿病の疾病教室は今後も継続して行うようにとのことですので、担当スタッフは計画表と資料の準備をお願いします。退院は12月頃で、外泊訓練は11月中旬予定とのことです。本日栄養指導行い、毎日ラジオ体操実施することとしています。体育館使用時に曲をかけて下さい。
・久保　清人様～臨時薬は同内容にて処方、以後定期となります。退院後は外来通院のみでサービスの利用は行わない予定となっています。医師より、地域復帰試験検討会は実施せず、面談を行い、退院調整を行っていくとのことです。10/13(月)15：30実施となっています。また、面談前までに「うつ病について(薬物療法の重要性について重点的に)」の疾病教室を本人様へ実施するようにとのことです。
・木村　英雄様～両膝痛を訴えナパゲルン軟膏が処方となっています。診察時、本人様支払いについて気にされていた為、今後の方針の確認も含め、保護者様に来院を勧めていきましょう。
・晴山　長司様～GAF25点です。左眼が失明している為、転倒に注意するようにとのことです。

・鳴瀬　裕之様～GAF25点です。両足・爪に白癬がある為、ウリモックスクリーム塗布を継続するようにとのことです。

・近藤　祥子様～日中の睡意訴えあり、本日夕より定期薬が中止となっています。臨時薬が眠剤減薬となり、7日分処方となっています。また、本人様より腎機能のデータを気にする発言あり、10/14食前に採血指示があります。
※本日、木村　英雄様、鳴瀬　裕之様、晴山　長司様の症例検討会実施しています。
	基礎情報
	氏名：木村　英雄様　（男性：70歳）　病名：アルコール依存症

	
	入院年月日：H26.9.3　　　　　　　　 当院1回目

	
	入院形態：任意入院　　　　　　　　　主治医：川端Ｄｒ

	
	退院予定年月日：H26.12.3予定　　　　退院予定先：自宅

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	抽出された問題点
	・断酒意志の確立。
・認知症状による迷惑行為、トラブルの可能性。
・家族との関係性。
・夜間の睡眠状況。

	
	

	
	

	検討された支援内容と今後の方針
	・移動後より保護者の方の面会がない為、面会の促しまた、入院後施設入所
　の話もあった為、今後の方針の確認。認知症状の進行もある為、介護保険
　の申請を進めていく。自宅退院であっても、サービスの利用を行えるよう
　態勢を整えていく。
・アルプロ資料等は老眼鏡を使用しているが視空間認知力の低下もある為、
　テキストは拡大コピー等し対応していく。
・難聴があるためビデオ学習などは音量等も配慮していく。
・酒害教育をメインに実施。現在プログラムのⅡ期であるが、Ⅲ期に入ると
　外泊訓練もある為、その調整も行っていく。
・レポートの記載に関しては量を記録することに目を向けず、感じたことを
　記載してもらうようにしていく。
・OTは手が器用であるため本人に適した内容を提供すること。

	
	

	
	

	備考
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	・介護保険：自立
・サービス付き高齢者住宅「サンスマイル」へ入所した事があったが、飲酒後に自宅に戻りた
　いと希望してすぐに退所となっていた。
・老齢基礎年金：約6万/月
・ご家族様の定期的な面会あり。

	

	

	

	

	


	基礎情報
	氏名：鳴瀬　裕之様　（男性：42歳）　病名：統合失調症

	
	入院年月日：H9.8.26　　　　　　　　 当院3回目

	
	入院形態：医療保護入院　　　　　　　主治医：川端Ｄｒ

	
	退院予定年月日：未定　　　　　　　　退院予定先：未定

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	抽出された問題点
	・幻聴に左右された言動により、円滑な他者交流が持てない。
・幻聴・妄想が続いている。
・爪切りや電気シェーバーに固着する事あり、都度説明・介入要している。
・病識がない。
・今後の方向性が定まっていない。
・自分のペースを乱されると、ペースを乱した人を攻撃対象にする傾向が
　ある。
・身辺整理を苦手としている。

	
	

	
	

	検討された支援内容と今後の方針
	・幻聴・妄想・徘徊等の有無を注意して観察し、他者トラブルのない
　ように、適宜説明・介入を行っていく。
・爪切り・髭剃りの際は都度説明・介入にて行っていく。
・病識が確立できるようにアプローチを行っていく。病識が確立出来る
　ようであれば、退院の方向性を検討していく。
・身辺整理の際、必要時説明・介入を行っていく。
・16時から体育館での運動を促していく。
・本人のペースを乱さないように注意して介入を行っていく。

	
	

	
	

	備考
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	・障害者基礎年金1級
・精神保健福祉手帳1級(～Ｈ19.3.31)

	

	


	基礎情報
	氏名：晴山　長司様　（男性：64歳） 病名：主)脳血管性認知症
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 従)健忘症候群
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 合)糖尿病・肝機能障害・貧血
                                            足・爪白癬・脂質異常症
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左網膜中心動脈閉塞症

	
	入院年月日：H18年2月15日　　　　　　当院１回目

	
	入院形態：医療保護入院　　　　　　　主治医：川端Ｄｒ

	
	退院予定年月日：未定　　　　　　　  退院予定先：未定

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	抽出された問題点
	①認知機能の低下により、日常生活での援助要する。
②今後の方針(南病棟移動時は、65歳になったら介護保険申請し、施設入所
　の方針であった)
③糖尿病による身体管理

	
	

	
	

	検討された支援内容と今後の方針
	①適宜声掛け・介入していく。右眼が失明状態である為、環境整備や転倒等
　に注意していく。作業・活動も導入とする為、階段の昇降の際には付添い
　を行っていく。
②御家族様ヘも今後の方針を再確認し、施設入所の方針が変わらなければ、
　介護保険申請・施設入所を進めていく。64歳ではあるが、主病名が脳血管
　性認知症であり、介護保険の申請は行える為、御家族様ヘもアプローチを
　行っていく。
③血糖コントロール(引き続き食事コントロール・間食制限を行っていく）

	
	

	
	

	
	

	備考
	
	
	 
	
	
	
	
	
	
	
	

	精神障害者保健福祉手帳1級受給中
生活保護受給中

	

	

	


